
全国金融一般労働組合定期全国大会を開催

「金融機関・金融制度の民主化」重要な課題に
地域金融機関の労働組合の責任・役割を果たそう
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個人加盟労組の合同問題についての意見

●規約や財政など多くの課題があるが、十分な議論で、全国一本化を。

●金融労連の戦略のもと、加盟単組と協力し組織強化の受け皿の機能強化を。

●金融労連の地協に対応する個人加盟組織

という位置づけを明確にすべきだが、現

実の問題としては、当面全国的な組織を

合同して立ち上げる。

全国金融一般労働組合は、１１月１日

（土）、大津市において第３回定期全国

大会を開催しました。

山﨑執行委員長は、金融危機と景気悪

化による労働者や中小企業への厳しい影

響を指摘、その原因であるカジノ資本主

義を退場させ、内需中心の経済成長への

転換を訴えました。

厳しい金融情勢のもと、金融機関と金

融制度の民主化が重要な課題になってきており、地域金融機関の労働組合

の責任・役割が大きくなってきていることを強調し、「組織強化や合同問

題など大志をもってがんばろう」と挨拶を締めくくりました。

右記日程のとおり来賓挨拶の後、議案が提案され、

活発に討議し、全議案を全員賛成で採択・確認しまし

た。２００８年度の役員を次のとおり選出しました。

（執行委員長）山﨑幸雄（書記長）浦谷貞子

（執行委員・会計監査）省略

挨拶をする山﨑執行委員長
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岩波美智子さん画

第３回定期全国大会日程

開会・挨拶・大会役員選出

執行委員長挨拶

来賓挨拶

金融労連書記次長 中島康隆

地銀連中央執行委員長 谷 一明

資格審査委員長・議事運営委員長

・選挙管理委員長発言

第１号議案 ２００７年度活動報告

第２号議案 ２００８年度運動方針

第３号議案 ２００７年度決算報告

会計監査報告

２００８年度予算

第４号議案 ２００８年度役員選出

第５号議案 ２００８年度上部団体

への大会代議員・中央委員について

第６号議案 金融労連個人加盟労組の

合同に向けたスケジュールについて

第７号議案 その他

当面の取り組みについて

討議

第１・２・３・５号議案 採決

第６・７号議案 確認

大会決議・新任役員挨拶・閉会



来賓挨拶 谷地銀連中央執行委員長

企業単位の労働組合との合意連携
いろんな形態が必要
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地銀連が組織強化を目ざしつくろうとした個人加

盟労働組合は、労働相談と連動したものです。単産

として全国単一組織の個人加盟を立ち上げ、役員配

置も行いそこに組織をする方向を確認していました。

既存の組合員を全員個人加盟に重複加入させ、地

域単位の組織をという意見も出され、ずいぶん論議

を行い、現在の「全国金融一般労働組合」にたどり

着いたのです。

金融労連の個人加盟労組合同準備会でまた同様の

議論が繰り返されたようですが、現在、日本の労働

組合の多くが企業単位に組織さ

れています。理想は、個人加盟

の地域・産業別組織だと言うこ

とは周知のとおりです。しかし、

「分裂少数組合を個人加盟に組

織する」ということが一概に良

いとは言えませ

ん。労働協約、

労使慣行、労使

関係などが精算・

破棄される可能

性を持っていま

す。現存する企業単位の組織を消す必要はないと思

います。当該単組との合意連携の元に個人加盟組合

を作ることがよいと思っています。それをさざなみ

ネットが立証したのではないかと思います。

形態も、労働者の状態からもさまざまであり、

「駆け込み寺」も必要ですが、いざというときのた

めに「水面下の緩やかな繋がり」も必要だと考えて

います。

金融労連の個人加盟労組が全国一本化し、発展さ

れることを、期待してあいさつとします。

第５４回滋賀県母親大会が、１０月２６日（日）米

原市で開かれました。あいにくの雨のなかでしたが、

県下各地から

１２００人が

参加しました。

さざなみネッ

トからは７人

が参加しまし

た。

１０時から

の全体会では、

米原市のお母

さんや子どもたちの「紅天女」による、躍動感あふれ

る「よさこいソーラン」で始まりました。

平尾米原市長から、感動の歓迎のあいさつを受けた

後、福島県立医科大学・後藤宣代さんが「生きる喜び・

働く喜びー地球的規模で考える母親運動」と題して記

念講演をされました。

後藤さんは、「環境運動・消費者運動・福祉の活動

など、新しい価値観が生まれ、生きづらさ・働きづら

さから生きる喜び・働く喜びへの大転換が起きていま

す。自分の生き方で社会を変え、社会の富を生み出す

人が出てきています」と述べられ、冷たい雨の中でし

たが、会場はみんなの熱気で埋まりました。
記念講演をする後藤宣代さん

挨拶をする谷地銀連委員長


